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133 ― 女性の専門ケア志向の縦断的分析

  〈
要
旨
〉

本
稿
の
目
的
は
、
長
期
追
跡
パ
ネ
ル
調
査
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
っ
て
、
女
性
の
専
門
ケ
ア

志
向
の
時
点
間
変
化
と
規
定
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
専
門
ケ
ア
志
向
」
と
は
、

専
門
家
（
機
関
）
に
よ
る
ケ
ア
を
肯
定
す
る
意
識
を
さ
す
。
こ
れ
は
、
介
護
の
社
会
化
を
支
持

す
る
意
識
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
介
護
意
識
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
は
、
女
性
の
方

が
専
門
家
（
機
関
）
に
よ
る
介
護
を
望
む
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
女
性
の
み

を
対
象
と
し
、
専
門
ケ
ア
に
対
す
る
意
識
が
同
一
人
物
で
二
四
年
の
間
に
ど
れ
だ
け
変
わ
る
か
、

肯
定
意
識
は
何
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
か
を
探
っ
た
。

そ
の
結
果
、
一
二
〇
名
の
対
象
女
性
の
う
ち
、
専
門
ケ
ア
志
向
を
も
つ
者
は
三
三
名
（
第
一

波
：
一
九
八
二
年
）
か
ら
七
一
名
（
第
二
波
：
二
〇
〇
六
年
）
と
倍
増
し
て
い
た
。
次
に
、
専

門
ケ
ア
志
向
を
従
属
変
数
と
し
た
回
帰
分
析
を
行
っ
た
結
果
、「
後
期
高
齢
者
、
大
都
市
部
お

よ
び
地
方
居
住
者
、
高
学
歴
者
、
夫
の
い
な
い
人
、
同
・
隣
居
子
の
い
な
い
人
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
人
ほ
ど
、
過
去
の
意
識
に
か
か
わ
ら
ず
専
門
ケ
ア
志
向
に
な
り
や
す
い
」
と
い

う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
じ
時
代
を
生
き
、
同
じ
だ
け
年
を
重
ね
た
女
性
た
ち
の
中
で
、

属
性
と
と
も
に
そ
の
人
が
も
つ
経
歴
が
専
門
ケ
ア
志
向
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

専
門
ケ
ア
志
向
、
介
護
の
社
会
化
、
パ
ネ
ル
調
査
、
縦
断
的
分
析
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回

帰
分
析

三
谷　

は
る
よ

女
性
の
専
門
ケ
ア
志
向
の
縦
断
的
分
析

〈
論
文
〉



134

Ⅰ
　
は
じ
め
に
︱
家
族
介
護
か
ら
介
護
の
社
会
化
へ

　
日
本
社
会
は
、こ
の
数
十
年
間
で
世
界
で
も
稀
に
み
る
急
速
な
高
齢
化
を
遂
げ
た
。

二
〇
一
一
年
に
は
団
塊
の
世
代
が
六
五
歳
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
超
高
齢
社

会
の
実
現
が
目
の
前
に
迫
っ
て
い
る
。
急
増
す
る
高
齢
者
が
介
護
を
必
要
と
す
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
、
彼
ら
を
誰
が
支
え
る
の
か
、
社
会
的
に
ど
う
支
え
て
い
く
の
か

と
い
う
問
題
は
、
我
々
の
抱
え
る
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
明
治
の
旧
民
法
下
に
お
け
る
「
家
」
制
度
の
も
と
で
は
、

家
督
相
続
人
で
あ
る
長
男
が
老
親
と
の
同
居
・
扶
養
義
務
を
負
う
こ
と
が
自
明
で

あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
親
へ
の
「
孝
」
と
い
う
徳
目
が
重
視
さ
れ
、
経
済
的
な
扶
養
、

日
常
の
世
話
、
看
護
や
介
護
な
ど
、
長
男
夫
婦
に
は
親
の
老
後
を
支
え
る
責
任
が
課

せ
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
家
制
度
は
、
当
時
の
社
会
で
老
人
福
祉
の
機
能
を
果
た

し
て
い
た
の
で
あ
る
（
直
井 

一
九
九
三
）。

し
か
し
、
戦
後
「
家
」
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
日
本
国
憲
法
に
よ
る
新
民
法
に
よ
っ

て
、
家
族
成
員
の
平
等
、
愛
情
、
尊
厳
を
重
視
す
る
家
族
制
度
が
形
成
さ
れ
た
。
夫

婦
家
族
制
度
で
あ
り
、
一
般
に
い
う
核
家
族
で
あ
る
。
高
度
経
済
成
長
が
進
む
と
と

も
に
、
戦
後
数
十
年
で
小
家
族
化
、
核
家
族
化
が
進
ん
だ
。

し
か
し
な
が
ら
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
も
、
日
本
は
依
然
、
諸
外
国
と
比
較
し

て
三
世
代
同
居
率
は
極
め
て
高
い
も
の
で
あ
り
、
老
親
扶
養
・
介
護
を
家
族
が
担
っ

て
い
た
（Palm

ore 1975; Vogel 1979

）。
高
度
経
済
成
長
後
の
財
政
悪
化
も
相
ま
っ

て
、
家
族
を
「
福
祉
の
含
み
資
産
」
と
す
る
日
本
型
福
祉
社
会
論
が
力
を
も
つ
時
代

が
続
い
た（

１
（。

と
こ
ろ
が
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
高
齢
者
単
独
世
帯
の
増
加
な
ど
の
変
化

が
顕
著
な
も
の
と
な
り
、
老
親
の
扶
養
・
介
護
に
対
す
る
家
族
機
能
の
弱
体
化
が

叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
型
福
祉
社
会
論
へ
の
反

省
か
ら
、
家
族
介
護
に
頼
ら
な
く
て
も
よ
い
よ
う
な
社
会
の
実
現
の
た
め
、
介
護
の

社
会
化
を
目
指
す
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
八
九
年
に
ゴ
ー
ル
ド
プ

ラ
ン
、
九
一
年
に
新
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
、
そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
介
護
保
険
制

度
が
施
行
さ
れ
た
。
実
際
こ
れ
ら
の
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

や
介
護
保
険
施
設
は
年
々
増
加
し
、
た
と
え
ば
訪
問
介
護
利
用
者
数
は
約
四
五
万
人

（
二
〇
〇
〇
年
）
か
ら
約
一
〇
九
万
人
（
二
〇
〇
五
年
）
に
、
介
護
老
人
福
祉
施
設

利
用
者
数
は
約
三
〇
万
人
（
二
〇
〇
〇
年
）
か
ら
約
三
八
万
人
（
二
〇
〇
五
年
）
に

と
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
も
増
加
し
て
い
る
（
厚
生
労
働
省 

二
〇
〇
五
）。

こ
の
よ
う
に
、
国
家
政
策
的
に
介
護
の
社
会
化
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
社
会
を
生

き
る
人
々
が
も
つ
介
護
を
め
ぐ
る
意
識
（
価
値
観
、
志
向
性
な
ど
）
に
変
化
は
生
じ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
社
会
意
識
は
、
常
に
社
会
変
動
や
社
会
制
度
の
あ
り
方
に
影
響

を
受
け
つ
つ
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
制
度
そ
の
も
の
の
動
向
を
捉
え
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
が
、
制
度
が
人
々
に
ど
ん
な
社
会
心
理
的
影
響
を
与
え
た
の
か
を
把
握
す

る
こ
と
も
社
会
学
の
重
要
な
役
目
で
あ
る
。
制
度
の
有
効
な
機
能
の
た
め
に
は
、
そ

れ
を
支
え
る
社
会
意
識
の
浸
透
・
定
着
が
条
件
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
制
度
と
社
会

意
識
を
結
び
つ
け
、
か
つ
実
証
的
に
意
識
の
す
が
た
・
動
向
を
解
明
し
よ
う
と
す
る

ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
制
度
の
評
価
や
再
構
築
を
行
う
上
で
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
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Ⅱ
　
専
門
ケ
ア
志
向
へ
の
注
目

1
　﹁
専
門
ケ
ア
﹂
を
選
ぶ
人
と
は
？
︱
先
行
研
究
か
ら

介
護
の
社
会
化
が
進
む
時
流
に
合
わ
せ
、「
誰
が
介
護
を
す
る
の
か
、
誰
に
介
護

さ
れ
た
い
の
か
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
近
年
と
く
に
介
護
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
注
目
し
た
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
お
い
て
は
、
男
性
の
希

望
は
配
偶
者
に
偏
る
の
に
対
し
、
女
性
の
希
望
は
配
偶
者
、
子
ど
も
、
他
の
親
族
、

専
門
機
関
な
ど
、
よ
り
多
く
の
多
様
な
人
や
機
関
に
分
散
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う

結
果
で
一
致
し
て
い
る
（
大
和 
二
〇
〇
四
）。

た
と
え
ば
春
日
井
（
二
〇
〇
〇
）
で
は
、
一
九
九
八
年
兵
庫
県
下
の
市
部
在
住

者
を
対
象
に
質
問
紙
調
査
を
実
施
し
、「
自
分
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
家

族
よ
り
も
専
門
家
に
み
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
設
問
で
、
介
護
の
専
門
家
志
向
を

調
べ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
男
女
差
が
み
ら
れ
、
女
性
の
方
が
家
族
で
は
な
く
専
門

家
を
介
護
の
担
い
手
と
し
て
希
望
し
て
い
る
こ
と
、
高
齢
期
を
目
前
と
す
る
五
五
～

六
四
歳
の
コ
ー
ホ
ー
ト
に
お
い
て
と
く
に
専
門
家
志
向
が
強
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
和
（
二
〇
〇
四
）
で
は
、N

FR
J98

を
用
い
て
、「
あ
な

た
が
寝
た
き
り
な
ど
で
︐
介
護
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
ど
の
よ
う
な
人

や
機
関
を
頼
り
に
し
て
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
の
回
答
を
分
析
し
、
男
性
は
階
層

の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
配
偶
者
中
心
で
あ
る
の
に
対
し
、
女
性
は
特
に
六
〇
歳
以
上

で
、社
会
階
層
に
よ
る
違
い
が
大
き
く
、学
歴
が
高
く
、夫
の
年
収
が
高
い
女
性
ほ
ど
、

専
門
家
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
含
む
割
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
田
渕
（
二
〇
〇
六
）
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
実
施
さ
れ
たSPSC

調
査（

２
（（

福

祉
と
生
活
に
関
す
る
意
識
調
査
）
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、「
体
が
弱
っ
て
日
常
生
活

に
助
け
が
必
要
に
な
り
、
一
人
で
暮
ら
せ
な
く
な
っ
た
高
齢
者
」（
要
介
護
高
齢
者
）

の
望
ま
し
い
暮
ら
し
方
に
つ
い
て
の
回
答
の
規
定
要
因
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
、（「
場
合
に
よ
る
」
に
比
べ
て
）「
施
設
」
を
選
択
す
る
人
は
、
男
性
で

は
学
歴
（
義
務
教
育
）
と
伝
統
的
家
族
意
識
が
有
意
で
あ
り
、
女
性
で
は
年
齢
（
高

齢
）
が
有
意
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
規
定
要
因
の
男
女
差
が
見
出
さ
れ
て
お
り
、
春

日
井
（
二
〇
〇
〇
）
同
様
、
女
性
で
か
つ
高
齢
の
場
合
に
専
門
家
に
よ
る
ケ
ア
を
選

び
や
す
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
性
別
、
年
齢
、
社
会
階
層
に
よ
る
意
識
差
の
ほ
か
に
、
直
井

（
二
〇
〇
一
）
で
は
地
域
に
よ
る
意
識
差
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
東
京

都
（
一
九
九
六
年
実
施
）
と
山
梨
県
（
一
九
九
七
年
実
施
）
の
六
五
歳
以
上
の
男
女

に
対
し
、「
将
来
、
も
し
、
あ
な
た
が
寝
た
き
り
な
ど
で
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

に
な
っ
た
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
に
身
の
回
り
の
世
話
を
し
て
ほ
し
い
で
す
か
」
と

い
う
質
問
へ
の
回
答
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
山
梨
県
で
は
家
族
へ
の
期
待

（「
家
で
主
に
配
偶
者
」「
子
供
と
同
居
し
て
主
に
子
供
（
夫
婦
）」
の
計
）
が
四
分
の

三
以
上
を
占
め
る
の
に
対
し
、東
京
都
で
は
「
施
設
や
病
院
」「
家
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」

と
家
族
へ
の
期
待
が
半
々
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
都
市
部
ほ
ど
施
設
ケ
ア
や
公
的
在

宅
ケ
ア
に
抵
抗
感
が
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
近
年
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
介
護
保
険
制
度
の
創
設
に
関
し
、
介
護
保
険
制

度
の
導
入
前
後
で
人
々
の
介
護
意
識
の
変
容
を
捉
え
よ
う
と
す
る
調
査
も
実
施
さ
れ

て
い
る
。
内
閣
府
の
実
施
し
た
「
高
齢
者
介
護
に
関
す
る
世
論
調
査
」
で
は
、
介
護

保
険
制
度
の
導
入
が
、
日
本
人
の
介
護
に
対
す
る
意
識
に
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
、一
九
九
五
年
と
二
〇
〇
三
年
に
実
施
さ
れ
、

「
仮
に
自
分
自
身
が
老
後
に
寝
た
き
り
や
痴
呆
に
な
り
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
に
自
宅
で
介
護
さ
れ
る
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
形
の
介
護
を
さ
れ
た
い
か
」
と
い
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う
質
問
の
時
点
間
変
化
に
注
目
し
て
い
る
。
結
果
、「
家
族
だ
け
に
介
護
さ
れ
た
い
」

は
二
五
・
〇
％
か
ら
一
二
・
一
％
へ
減
少
し
、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
外
部
の
者

の
介
護
を
中
心
と
し
、
あ
わ
せ
て
家
族
に
よ
る
介
護
を
受
け
た
い
」
は
二
一
・
五
％

か
ら
三
一
・
五
％
へ
と
増
加
し
た
。
家
族
か
ら
の
介
護
だ
け
で
な
く
、
外
部
サ
ー
ビ

ス
も
利
用
す
る
と
い
う
意
識
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

杉
澤
（
二
〇
〇
八
）
で
も
、二
〇
〇
〇
年
を
ま
た
ぐ
時
点
間
比
較
を
行
っ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
、
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
〇
六
年
に
お
け
る
「
寝
た
き
り
の
状
態
に
な
っ

た
と
き
の
療
養
場
所
の
希
望
」
に
つ
い
て
の
分
析
の
結
果
、
二
〇
〇
六
年
で
「
在
宅

サ
ー
ビ
ス
志
向
」が
有
意
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。し
か
し
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
入
れ
る
態
度
が
浸
透
し
つ
つ
も
、「
家
族
介
護
志
向
」
も
依
然
と
し
て

高
い
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
時
点
比
較
で
は
な
い
が
、
和
気
ほ
か
（
二
〇
〇
七
）
で
は
介
護
保
険
制
度

五
年
後
の
全
国
の
高
齢
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
認
知
と
利
用
意
向
の
実
態
と
要
因
に
つ

い
て
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
意
向
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用

意
向
と
在
宅
サ
ー
ビ
ス
意
向
の
二
因
子
に
分
か
れ
、
両
者
と
も
サ
ー
ビ
ス
認
知
が
規

定
要
因
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。つ
ま
り
、サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
よ
く
知
っ

て
い
る
ほ
ど
利
用
意
向
が
高
ま
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
「
専
門
家
（
機
関
）
に
よ
る
ケ
ア
は
誰
に
よ
っ
て

支
持
さ
れ
る
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
と
き
、
女
性
で
あ
る
こ
と
、
高
齢
で
あ
る

こ
と
、
高
学
歴
で
あ
る
こ
と
、
夫
が
高
収
入
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
制
度
が
成
立
し
、

認
知
し
て
い
る
こ
と
が
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2
　
専
門
ケ
ア
志
向
へ
の
縦
断
的
ア
プ
ロ
ー
チ　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
稿
で
は
、
専
門
家
（
機
関
）
に
よ
る
ケ
ア
を
肯
定
す
る
意
識
を
「
専
門
ケ
ア
志

向
」
と
呼
び
、
そ
れ
を
介
護
の
社
会
化
を
支
持
す
る
意
識
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す

る
。
な
お
「
ケ
ア
」
と
は
、「
乳
幼
児
、
病
人
、
障
害
者
、
要
介
護
高
齢
者
な
ど
自

ら
の
力
で
は
生
活
を
営
む
こ
と
の
困
難
な
人
に
対
し
、
そ
の
生
活
の
質
（quality of 

life

）
の
向
上
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
日
常
的
な
援
助
」
と
定
義
づ
け
ら
れ
る
（
袖

井 

一
九
九
九: 

一
六
〇
）。
こ
こ
で
は
、
医
療
に
近
い
行
為
を
看
護
、A

D
L

（
日
常

生
活
動
作
能
力
）
に
対
す
る
援
助
を
介
助
と
捉
え
、
こ
の
両
者
が
重
な
り
合
う
部
分

を
介
護
、
そ
れ
ら
全
体
を
含
む
も
の
が
ケ
ア
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で

も
と
く
に
用
語
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
包
括
的
な
概
念
と
し
て
「
ケ
ア
」
と
い
う

言
葉
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
し
か
し
こ
の
「
ケ
ア
」
と
い
う
言
葉
は
、
身
体
面
で

の
扶
養
と
い
う
意
味
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
り
、
経
済
的
扶
養
や
精
神
的
扶
養
の
側

面
は
含
ま
な
い
。

今
回
、
高
齢
者
に
対
す
る
専
門
ケ
ア
志
向
に
迫
る
た
め
に
、
一
九
八
二
年
と

二
〇
〇
六
年
に
実
施
さ
れ
た
「
職
業
と
人
間
調
査
」
に
よ
る
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ

と
に
す
る
。
本
稿
は
、先
行
研
究
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

従
来
の
研
究
と
は
異
な
る
四
つ
の
特
色
が
あ
る
。

第
一
に
、
縦
断
調
査
デ
ー
タ
の
分
析
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
高
齢
者
ケ
ア
の

問
題
は
、
一
般
に
人
生
の
後
半
以
降
の
問
題
で
あ
り
、
年
齢
を
重
ね
る
ほ
ど
自
分
の

親
の
問
題
、
さ
ら
に
は
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
身
に
迫
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
よ
っ
て
、
あ
る
一
時
点
で
ど
ん
な
属
性
の
人
が
ど
ん
な
意
識
を
も
つ
か
と
い
う

傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
一
定
の
時
を
経
た
と
き
に
、
同
一

人
物
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
識
の
変
容
が
起
き
る
か
と
い
う
点
に
注
目
す
る
こ
と
も
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重
要
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
え
る
。
ま
た
横
断
調
査
で
は
、
た
と
え
ば
三
〇
代
と
八
〇

代
で
意
識
の
差
が
あ
っ
た
と
き
に
、
そ
れ
は
コ
ー
ホ
ー
ト
効
果
に
よ
る
も
の
か
、
加

齢
効
果
に
よ
る
も
の
か
を
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
縦
断
調
査
で
は
そ
の
両

者
を
分
離
し
て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

第
二
に
、
こ
の
縦
断
調
査
は
一
九
八
二
年
と
二
〇
〇
六
年
の
二
時
点
に
実
施
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
二
時
点
間
が
、
ま
さ
に
介
護
の
社
会
化
が
進
め
ら
れ
た
時
期

に
合
致
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
介
護
の
社
会
化
を
進

め
る
施
策
が
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
て
か
ら
は
、
そ
の
こ
と
が
人
々
の
意
識
に
も
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
て
き
た
こ
と
は
、
前
節
の
介
護
保
険
制
度
の
前
後
で
の
意
識
変
化
の

調
査
結
果
で
示
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
は
日
本
型
福
祉
社
会
論
が
ま

だ
息
づ
い
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
家
族
に
よ
る
介
護
が
主
流
で
、
専
門
家
（
機
関
）

に
高
齢
者
を
ま
か
す
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一

方
、
二
〇
〇
六
年
は
介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
て
六
年
が
経
ち
、
家
族
外
部
の
ケ

ア
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
状
況
と
い
え
よ
う
。
現
在
で
も
、
依
然
と
し

て
家
族
に
ケ
ア
負
担
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
お
り
公
的
サ
ー
ビ
ス
は
不
十
分
で
あ
る

と
い
わ
れ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
着
実
に
浸
透
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
介

護
を
め
ぐ
る
情
勢
が
が
ら
り
と
変
容
し
た
時
期
を
ま
た
ぐ
デ
ー
タ
は
非
常
に
貴
重
と

い
え
る
。

3
　
女
性
の
専
門
ケ
ア
志
向

本
研
究
の
特
色
の
第
三
の
点
は
、
女
性
の
み
に
限
定
し
た
デ
ー
タ
分
析
で
あ
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
も
そ
も
第
一
波
の
調
査
票
に
お
い
て
、
本
稿
で
の
分
析

で
用
い
る
質
問
項
目
が
女
性
票
の
み
に
し
か
含
ま
れ
な
か
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ
上

の
制
約
に
起
因
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
男
女
を
一
緒
に
分
析
す
る
従
来
の
研

究
で
は
男
女
差
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
男
性
だ
け
、
あ
る
い
は
女
性
だ
け
に

注
目
す
る
と
き
ど
う
い
っ
た
要
因
が
意
識
を
差
異
化
す
る
の
か
と
い
う
議
論
は
十
分

に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
女
性
に
関
し
て
は
、「
親
の
介
護
や
配
偶
者
の
介

護
は
自
分
が
す
る
が
、
自
分
の
介
護
は
専
門
家
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
「
生
涯

ケ
ア
ラ
ー
」
と
し
て
の
意
識
を
も
つ
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
大
和 

二
〇
〇
八
）。
な
ぜ
女
性
は
専
門
ケ
ア
志
向
に
な
る
の
か
、
女
性
の
中
で
よ
り
専
門

ケ
ア
志
向
を
持
ち
や
す
い
の
は
ど
ん
な
人
な
の
か
、
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
も
繋
が
る
だ
ろ
う
。

4
　
専
門
ケ
ア
志
向
に
対
す
る
経
歴
の
影
響

最
後
に
第
四
の
点
は
、
専
門
ケ
ア
志
向
に
対
し
て
個
人
の
経
歴
が
影
響
を
も
つ
か

に
注
目
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
学
歴
、
年
収
な
ど
、
社
会
的
属

性
が
介
護
意
識
に
与
え
る
影
響
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
回
は
、
こ
れ
ま
で

用
い
ら
れ
て
き
た
社
会
的
属
性
要
因
に
加
え
て
、
個
人
の
経
歴
要
因
が
専
門
ケ
ア
志

向
に
与
え
る
効
果
も
検
討
し
て
み
る
。

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
論
の
古
典
と
い
わ
れ
るElder

（1977=1986

）
に
よ
れ
ば
、
ラ
イ

フ
コ
ー
ス
と
は
「
個
人
が
年
齢
ご
と
の
役
割
と
出
来
事
を
経
な
が
ら
辿
る
人
生
行

路
」
で
あ
る
。
こ
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
論
の
特
徴
は
、
個
人
を
主
体
と
し
て
捉
え
よ
う

と
す
る
視
点
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
家
族
社
会
学
研
究
に
お
い
て
、
集
団
と
し
て
の

家
族
か
ら
、「
個
人
化
す
る
家
族
」（
目
黒 

一
九
八
七
）
や
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と

し
て
の
家
族
」（
野
々
山 

一
九
九
九
）
と
い
っ
た
家
族
の
捉
え
方
の
転
換
が
提
唱
さ

れ
て
き
た
。
そ
し
て
高
齢
者
研
究
に
お
い
て
も
、「
個
と
し
て
の
高
齢
者
」
を
分
析
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単
位
と
す
る
べ
き
と
い
う
指
摘
が
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
研
究
者
か
ら
な
さ
れ
て
い

る
（
安
達 

一
九
九
九; 

古
谷
野
・
横
山 

一
九
九
三
な
ど
）。
今
回
の
対
象
者
も
、
第

一
波
と
第
二
波
の
二
四
年
の
間
に
は
、
夫
と
死
別
し
た
人
、
親
の
介
護
を
経
験
し
た

人
な
ど
、
個
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
経
路
を
た
ど
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本

分
析
に
お
い
て
は
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
論
や
「
個
と
し
て
の
高
齢
者
」
研
究
の
視
座
を

援
用
し
、
個
人
の
経
歴
が
ケ
ア
を
め
ぐ
る
意
識
に
影
響
を
与
え
る
の
か
、
社
会
的
属

性
要
因
と
同
時
に
そ
の
効
果
の
有
無
を
検
討
し
て
み
る
。

以
上
四
つ
の
点
を
踏
ま
え
、本
稿
の
目
的
は
、「
縦
断
調
査
デ
ー
タ
分
析
に
よ
っ
て
、

女
性
の
専
門
ケ
ア
志
向
の
時
点
間
変
化
と
規
定
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
」
と
す

る
。

Ⅲ
　
分
析
と
結
果

1
　
デ
ー
タ
と
変
数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分
析
に
は
、一
九
八
二
年
に
実
施
さ
れ
た「
職
業
と
人
間
調
査
」の
配
偶
者
調
査（

３
（

（
第

一
波
調
査
）と
、二
〇
〇
六
年
に
実
施
さ
れ
た「
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
調
査（

４
（」（

第

二
波
調
査
）
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
。

第
一
波
調
査
の
対
象
者
は
、
関
東
七
都
県
に
居
住
す
る
有
職
男
性
の
配
偶
者
で
あ

る
女
性
た
ち
で
あ
り
、
有
効
回
収
数
は
四
一
八
名
で
あ
っ
た（

５
（。

こ
の
既
婚
女
性
に
対

し
、
第
二
波
調
査
と
し
て
二
四
年
後
の
二
〇
〇
六
年
に
、
面
接
調
査
と
留
め
置
き
調

査
が
行
わ
れ
た
。
有
効
回
収
数
は
一
五
二
名
で
あ
っ
た
。

今
回
注
目
す
る
従
属
変
数
は
、「
お
む
つ
の
世
話
ま
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
親

は
、
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
専
門
機
関
に
ま
か
せ
た
方
が
よ
い
」
と
い
う
質
問
項

目
で
あ
る（

６
（。

こ
れ
に
対
し
、
一
九
八
二
年
と
二
〇
〇
六
年
で
同
一
パ
ネ
ル
に
対
し
、

「
ま
っ
た
く
そ
う
思
う
」、「
ま
あ
そ
う
思
う
」、「
あ
ま
り
思
わ
な
い
」、「
ま
っ
た
く

思
わ
な
い
」
の
四
件
法
で
回
答
を
求
め
て
い
る
。
現
在
、
高
齢
者
介
護
が
社
会
問
題

化
し
て
い
る
が
、
一
九
八
二
年
の
第
一
波
調
査
時
点
で
い
ち
早
く
こ
の
よ
う
な
老
親

介
護
に
関
す
る
設
問
を
行
っ
て
い
た
の
は
、
先
見
の
明
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
要

介
護
老
親
を
専
門
機
関
に
任
せ
る
こ
と
に
対
す
る
是
非
を
尋
ね
て
お
り
、
介
護
の
社

会
化
に
関
す
る
意
識
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

こ
の
質
問
に
対
し
「
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た
も
の
を
、「
専
門
家
（
機
関
）
に

よ
る
ケ
ア
を
肯
定
す
る
意
識
」、
つ
ま
り
「
専
門
ケ
ア
志
向
」
と
し
て
扱
う
こ
と
に

す
る
。
第
一
波
と
第
二
波
の
両
方
で
回
答
が
あ
っ
た
の
は
一
四
一
名
、
本
章
後
半

の
分
析
に
用
い
る
そ
の
他
の
変
数
の
情
報
が
あ
る
の
が
一
二
〇
名
で
あ
る（

７
（。

こ
の

一
二
〇
名
に
限
定
し
て
、
記
述
統
計
の
結
果
か
ら
示
す
。

2
　
専
門
ケ
ア
志
向
の
時
点
間
変
化　
　
　
　
　
　
　

ま
ず
、
第
一
波
と
第
二
波
で
専
門
ケ
ア
志
向
が
ど
の
く
ら
い
変
化
し
た
の
か
を
確

認
す
る
。

図
1
は
質
問
項
目
に
対
す
る
一
二
〇
人
の
回
答
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

全
体
的
に
、「
そ
う
思
う
」
と
い
う
方
向
に
サ
ン
プ
ル
が
流
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

変
化
が
顕
著
な
と
こ
ろ
を
み
る
と
、「
ま
っ
た
く
思
わ
な
い
」
が
三
八
人
か
ら
七
人

へ
と
著
し
く
減
少
し
、「
ま
あ
そ
う
思
う
」
が
二
一
人
か
ら
四
九
人
へ
と
増
加
し
て

い
る
。「
ま
っ
た
く
そ
う
思
う
／
ま
あ
そ
う
思
う
」
を
肯
定
、「
あ
ま
り
思
わ
な
い
／

ま
っ
た
く
思
わ
な
い
」
を
「
否
定
」
と
二
分
し
た
場
合
、「
肯
定
」（
専
門
ケ
ア
志
向

を
も
つ
者
）
は
第
一
波
の
時
点
で
三
三
人
（
二
七
・
五
％
）
で
あ
っ
た
が
、
第
二
波
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で
は
七
一
人
（
五
九
・
二
％
）
に
ま
で
倍
増

し
て
い
る
。

表
1
は
、
第
一
波
で
否
定
・
肯
定
と
回

答
し
た
人
が
第
二
波
で
ど
の
よ
う
に
回
答

し
て
い
る
か
を
示
し
た
ク
ロ
ス
表
で
あ
る
。

対
角
セ
ル
に
入
っ
て
い
る
七
二
人
は
二
時

点
で
意
識
の
変
化
し
な
い
意
識
の
「
非
移

動
層
」
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
四
八
人
が

意
識
の
「
移
動
層
」
で
あ
る
。
こ
の
四
八

人
の
う
ち
、
大
部
分
を
占
め
る
四
三
人
が

「
否
定
↓
肯
定
」
の
移
動
を
し
て
い
る
。
な

お
、｢

肯
定
↓
否
定｣

の
移
動
を
し
た
の
は

五
人
と
非
常
に
わ
ず
か
で
あ
る
。

以
上
の
図
表
か
ら
、
一
九
八
二
年
か
ら

二
〇
〇
六
年
に
か
け
て
、
専
門
ケ
ア
志
向

は
多
く
の
人
々
に
浸
透
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
対
象
女
性
た
ち
の
中

で
、「
要
介
護
老
親
は
専
門
機
関
に
ま
か
せ

る
べ
き
」
と
い
う
考
え
方
に
否
定
的
な
人
が
肯
定
へ
と
変
わ
り
、
肯
定
的
な
意
見
が

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
な
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
時
点
間
で
の
意
識
変
化
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
影
響
を
与
え
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
介
護
を
と
り
ま
く
社
会
の
変
化
の

影
響
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
一
九
八
二
年
と
二
〇
〇
六
年
の
間
に
は
介
護
の
社



140

会
化
が
国
家
政
策
と
し
て
広
め
ら
れ
、
専
門
家
（
機
関
）
に
よ
る
ケ
ア
と
い
う
も
の

が
徐
々
に
市
民
権
を
得
つ
つ
あ
る
状
況
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
変

動
の
効
果
が
、
ミ
ク
ロ
の
個
人
の
意
識
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

加
齢
効
果
に
よ
る
影
響
も
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
、
ケ
ア
は
人

生
後
期
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
年
を
と
る
に
つ
れ
て
高
齢
者
の
ケ
ア
の
問
題
が

自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
こ
と
が
意
識
変
化
に
効
果
を

与
え
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
表
1
で
わ
か
る
よ
う
に
、
四
四
人
は
専
門
ケ
ア
に
対
し
否
定
の

ま
ま
で
あ
り
、
肯
定
・
否
定
の
枠
を
越
え
る
意
識
移
動
は
起
き
て
い
な
い
。
こ
の
よ

う
な
人
た
ち
の
存
在
を
鑑
み
る
と
、
絶
対
効
果
と
し
て
の
時
代
効
果
や
加
齢
効
果
が

あ
る
上
で
、
な
お
個
人
意
識
の
移
動
・
非
移
動
を
決
め
る
要
因
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
時
代
を
生
き
、
同
じ
だ
け
年
を
重
ね
た
人
々
の
中
で
、
専

門
ケ
ア
志
向
に
な
る
人
と
な
ら
な
い
人
が
い
る
の
は
、
ミ
ク
ロ
の
個
人
特
性
が
異
な

る
た
め
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
ど
ん
な
個
人
特
性
が
専
門
ケ
ア
志
向
を
も
た
ら

す
の
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
個
人
特
性
と
し
て
対
象
者
の
「
属
性
」

と
「
経
歴
」
に
注
目
す
る
。

3
　
何
が
専
門
ケ
ア
志
向
を
も
た
ら
す
か
︱
仮
説
の
設
定　
　
　

こ
こ
で
は
、
専
門
ケ
ア
志
向
が
ど
の
よ
う
な
個
人
特
性
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の

か
を
検
討
す
る
。
個
人
特
性
と
し
て
、
属
性
要
因
と
経
歴
要
因
に
着
目
し
、
以
下
の

仮
説
を
立
て
る
。

■
社
会
的
属
性
仮
説
群

「
高
齢
仮
説
」：
年
齢
が
高
い
ほ
ど
、
専
門
ケ
ア
志
向
に
な
る
。

「
都
市
部
仮
説
」：
都
市
部
に
居
住
す
る
人
ほ
ど
、
専
門
ケ
ア
志
向
に
な
る
。

「
高
階
層
仮
説
」：
高
階
層
で
あ
る
ほ
ど
、
専
門
ケ
ア
志
向
に
な
る
。

■
経
歴
仮
説
群

<

家
族
要
因>

「
夫
な
し
仮
説
」：
夫
が
い
な
い
人
ほ
ど
、
専
門
ケ
ア
志
向
に
な
る
。

「
同
居
子
な
し
仮
説
」：
子
ど
も
が
い
な
い
人
、
子
ど
も
が
遠
居
の
人
ほ
ど
専
門
ケ
ア

志
向
に
な
る
。

<

介
護
要
因>

「
介
護
経
験
仮
説
」：
親
の
介
護
経
験
の
あ
る
人
ほ
ど
、
専
門
ケ
ア
志
向
に
な
る
。

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
仮
説
」：
親
の
介
護
の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
人
ほ

ど
、
専
門
ケ
ア
志
向
に
な
る
。

「
社
会
的
属
性
仮
説
群
」
の
三
つ
は
、
年
齢
、
居
住
地
、
階
層
と
い
っ
た
要
因
の

影
響
を
み
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
仮
説
は
Ⅱ
章
で
示
し
た
よ
う
に
、
従
来
の
研

究
で
確
認
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
み
ら
れ
た
傾
向
が
、
こ
の
デ
ー

タ
で
も
み
ら
れ
る
か
を
確
認
す
る（

８
（。

一
方
、「
経
歴
仮
説
群
」
に
含
ま
れ
る
仮
説
は
、
従
来
の
研
究
で
は
あ
ま
り
検
討

さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
夫
な
し
仮
説
」
と
「
同
居
子
な
し
仮
説
」

は
、
ケ
ア
資
源
と
し
て
の
配
偶
者
と
子
ど
も
の
状
況
が
専
門
ケ
ア
志
向
に
与
え
る
影

響
を
み
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
高
齢
者
介
護
に
公
的
な
も
の
が
導
入
さ
れ
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つ
つ
も
、
依
然
と
し
て
家
族
に
よ
る
私
的
な
介
護
へ
の
依
存
度
が
、
意
識
的
に
も
実

態
的
に
も
高
い
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
菊
池 

二
〇
〇
五
）。
第
一
波
で

は
全
て
の
対
象
者
に
夫
が
い
た
が
、
二
四
年
経
つ
と
、
夫
と
死
別
し
た
女
性
た
ち
が

い
る
。
子
ど
も
は
自
立
し
遠
隔
地
に
住
ん
で
い
る
者
、
同
居
し
て
い
る
者
な
ど
、
子

ど
も
と
の
暮
ら
し
方
も
二
四
年
前
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
夫
や
子
ど
も
か
ら
サ
ポ
ー

ト
を
得
に
く
い
状
況
で
あ
る
ほ
ど
、
専
門
ケ
ア
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
を

検
討
し
て
み
る
。　
　

ま
た
「
介
護
経
験
仮
説
」
と
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
仮
説
」
は
、
介
護
に
関
す
る

経
験
が
専
門
ケ
ア
志
向
に
与
え
る
影
響
を
み
る
も
の
で
あ
る
。
親
の
介
護
を
行
っ
た

人
は
、
そ
の
経
験
が
意
識
に
影
響
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
自
分
で
介
護
を
行
っ

た
人
が
専
門
ケ
ア
に
否
定
的
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
家
族
介
護

の
難
し
さ
や
限
界
が
問
題
化
す
る
こ
ん
に
ち
、
親
の
介
護
を
し
た
人
が
専
門
ケ
ア
を

肯
定
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
介
護
経
験
の
あ
る

人
ほ
ど
専
門
ケ
ア
志
向
に
な
る
か
を
確
か
め
る
。
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
経
験
の
あ
る
人
ほ
ど
専
門
ケ
ア
志
向
に
な
る
と
い
う
仮
説
も
立
て
た
。
こ
れ
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
通
し
て
、
専
門
ケ
ア
へ
の
抵
抗
感
が
弱
ま
り
支
持
す
る
気
持
ち

が
強
く
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
予
測
か
ら
で
あ
る
。

4
　
専
門
ケ
ア
志
向
に
転
換
す
る
人
︑
維
持
す
る
人
と
は
？

以
上
の
仮
説
が
あ
て
は
ま
る
か
ど
う
か
、
ま
ず
は
ク
ロ
ス
表
で
み
て
み
る
。
専
門

ケ
ア
へ
の
肯
定
・
否
定
の
意
識
移
動
が
、
属
性
・
経
歴
と
ど
の
よ
う
な
関
連
に
あ
る

か
を
グ
ラ
フ
で
表
し
た
も
の
が
図
2-

1
か
ら
図
2-

8 

で
あ
る（

９
（。

こ
れ
に
よ
っ
て
、

表
1
に
お
け
る「
否
定
か
ら
肯
定
に
転
換
し
た
人
」（「
否
定
↓
肯
定
」：
四
三
人
）と「
否

定
を
維
持
す
る
人
」（「
否
定
↓
否
定
」：
四
四
人
）
と
の
違
い
、
お
よ
び
「
肯
定
を

維
持
す
る
人
」（「
肯
定
↓
肯
定
」：
二
八
人
）
と
「
肯
定
か
ら
否
定
に
転
換
し
た
人
」

（「
肯
定
↓
否
定
」：
五
人
）
と
の
違
い
が
み
て
と
れ
る
。「
肯
定
↓
否
定
」
が
五
人
と

非
常
に
少
な
い
た
め
、「
肯
定
↓
肯
定
」
と
の
比
較
が
難
し
く
判
断
を
保
留
す
る
場

合
も
あ
る
が
、主
に
「
否
定
↓
肯
定
」
と
「
否
定
↓
否
定
」
の
違
い
、「
肯
定
↓
肯
定
」

と
「
肯
定
↓
否
定
」
の
違
い
に
注
目
す
る
。

ま
ず
、
属
性
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
図
2-

1
に
お
い
て
、「
否
定
↓
肯
定
」
に

注
目
し
た
と
き
、「
否
定
↓
否
定
」
よ
り
も
一
九
二
〇
年
代
、
一
九
三
〇
年
代
生
ま

れ
の
人
た
ち
の
割
合
が
高
い
。
図
2-

2
で
は
、「
否
定
↓
肯
定
」
は
「
否
定
↓
否
定
」

に
比
べ
て
、
大
都
市
部
と
地
方
都
市
・
郡
部
に
居
住
す
る
人
の
割
合
が
高
い
。
ま
た

「
肯
定
↓
否
定
」
の
全
員
が
中
堅
都
市
在
住
者
で
あ
る
の
に
対
し
、「
肯
定
↓
肯
定
」

に
は
大
都
市
部
と
地
方
都
市
・
郡
部
在
住
者
が
各
三
割
ほ
ど
存
在
す
る
。
図
2-

3

で
は
「
否
定
↓
否
定
」
に
比
べ
て
「
否
定
↓
肯
定
」
で
中
等
学
歴
層
の
割
合
が
高
く
、

「
肯
定
↓
否
定
」
で
は
高
等
学
歴
層
は
〇
％
な
の
に
対
し
「
肯
定
↓
肯
定
」
で
は
約

一
八
％
い
る
。
図
2-

4
で
は
、「
否
定
↓
肯
定
」、「
肯
定
↓
肯
定
」
で
夫
が
ブ
ル
ー

カ
ラ
ー
職
と
い
う
人
の
割
合
が
高
い
。
以
上
か
ら
、
高
齢
で
あ
る
こ
と
、
大
都
市
部

や
地
方
に
居
住
す
る
こ
と
、
よ
り
高
い
学
歴
を
も
つ
こ
と
、
夫
が
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
職

で
あ
る
こ
と
が
、
専
門
ケ
ア
に
対
し
て
肯
定
に
転
換
す
る
、
あ
る
い
は
肯
定
を
維
持

す
る
よ
う
に
働
く
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

次
に
、
経
歴
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
図
2-

5
で
は
、「
否
定
↓
肯
定
」
と
「
肯

定
↓
肯
定
」
で
夫
の
い
な
い
人
の
割
合
が
高
い
。
図
2-

6
で
は
、「
否
定
↓
否
定
」

よ
り
も
「
否
定
↓
肯
定
」
で
子
ど
も
が
近
居
し
て
い
る
人
の
割
合
が
高
く
、「
肯
定

↓
否
定
」
で
遠
居
・
子
ど
も
な
し
が
〇
％
に
対
し
「
肯
定
↓
肯
定
」
で
は
約
一
四
％
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い
る
。
一
方
図
2-

7
で
は
、「
否
定
↓
肯
定
」
は
「
否
定
↓
否
定
」
よ
り
介
護
経

験
の
あ
る
人
の
割
合
が
高
く
、「
肯
定
↓
否
定
」
で
経
験
あ
り
の
人
が
一
人
も
い
な

い
の
に
対
し
、「
肯
定
↓
肯
定
」
は
約
一
八
％
存
在
す
る
。
図
2-

8
で
は
、「
否
定

↓
肯
定
」、「
肯
定
↓
肯
定
」
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
経
験
の
あ
る
人
の
割
合

が
高
い
。
以
上
か
ら
、
夫
や
同
居
子
な
ど
の
家
族
が
い
な
い
人
、
親
の
介
護
経
験
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
経
験
が
あ
る
人
ほ
ど
専
門
ケ
ア
志
向
に
転
換
す
る
、
あ
る
い

は
維
持
す
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

5
　
多
変
量
解
析
に
よ
る
縦
断
的
分
析
へ

以
上
の
ク
ロ
ス
表
に
よ
り
、
専
門
ケ
ア
の
意
識
移
動
が
各
要
因
と
関
連
し
て
い
る

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
た
だ
し
こ
こ
に
は
、｢
高
齢
者
ほ
ど
夫
と
死
別
し
て
い
る
」

な
ど
と
い
う
、
仮
説
と
し
て
挙
げ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
の
相
互
関
連
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
各
要
因
の
主
効
果
を
抽
出
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
を
独
立
変
数
と
し
て

各
々
の
効
果
を
統
制
し
、
専
門
ケ
ア
志
向
を
従
属
変
数
と
し
た
多
変
量
解
析
を
行
う

必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
二
時
点
間
で
の
意
識
変
化
と
い
う
も
の
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
分
析

に
は
一
工
夫
を
施
す
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
従
属
変
数
に
第
二
波
の
専
門
ケ

ア
志
向
を
投
入
し
、
独
立
変
数
の
一
つ
と
し
て
第
一
波
の
専
門
ケ
ア
志
向
を
投
入
す

る
と
い
う
分
析
方
法
を
と
る
。
こ
の
よ
う
な
第
一
波
の
意
識
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

縦
断
的
分
析
に
よ
っ
て
、「
第
一
波
で
否
定
だ
っ
た
人
の
う
ち
、
第
二
波
で
肯
定
に

な
る
人
」
と
「
第
一
波
で
肯
定
だ
っ
た
人
の
う
ち
、
第
二
波
で
肯
定
の
ま
ま
の
人
」

の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
つ
ま
り
、
前
節
で
行
っ
た
図
2
の

ク
ロ
ス
表
分
析
と
着
眼
点
を
同
じ
く
し
て
、
そ
れ
を
多
変
量
解
析
で
検
証
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
異
な
る
表
現
を
用
い
る
な
ら
ば
、
過
去
意
識
の
投
入
は
、
過
去
意
識
と
そ

の
後
の
経
歴
と
の
関
連
を
取
り
除
く
と
も
い
え
る
。「
も
と
も
と
専
門
ケ
ア
志
向
だ
っ

た
人
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
」
と
い
っ
た
、
過
去
意
識
と
そ
の
後
の
経
歴

と
の
関
連
を
統
制
し
、
過
去
意
識
と
属
性
・
経
歴
要
因
が
そ
れ
ぞ
れ
専
門
ケ
ア
志
向

に
与
え
る
因
果
関
係
を
抽
出
で
き
る
の
で
あ
る
。

6
　
専
門
ケ
ア
志
向
の
規
定
要
因

分
析
は
、
第
二
波
の
専
門
ケ
ア
志
向
を
従
属
変
数
と
す
る
二
項
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

回
帰
分
析
を
行
う

（
（（
（

。
変
数
の
記
述
統
計
は
表
2
に
示
し
た
。
表
3
が
分
析
の
結
果
で

あ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

モ
デ
ル
1
は
、
第
二
波
の
専
門
ケ
ア
志
向
が
、
一
時
点
の
変
数
に
よ
っ
て
ど
の
よ

う
に
規
定
さ
れ
る
か
を
示
し
た“

横
断
的
分
析
モ
デ
ル”

で
あ
る
。
一
方
モ
デ
ル

2
は
、
モ
デ
ル
1
に
過
去
意
識
（
第
一
波
の
専
門
ケ
ア
志
向
）
を
投
入
し
た“

縦

断
的
分
析
モ
デ
ル”

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
一
波
で
肯
定
だ
っ
た
人
と
否
定
だ
っ
た

人
に
お
け
る
、
第
二
波
の
肯
定
の
な
り
や
す
さ
の
ち
が
い
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
第

一
波
で
肯
定
・
否
定
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
第
二
波
で
肯
定
に
さ
せ
る
要
因
を
見
よ
う

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
過
去
意
識
に
か
か
わ
ら
ず
、
専
門
ケ
ア
志
向
に
効
果
を

与
え
る
要
因
」
を
確
か
め
る
モ
デ
ル
と
い
え
る
。

こ
の
モ
デ
ル
2
を
み
る
と
、
モ
デ
ル
1
に
比
べ
モ
デ
ル
の
当
て
は
ま
り
が
改
善
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
第
一
波
の
専
門
ケ
ア
志
向
が
強
い
有
意
効
果
を
持
っ
て
い
る
ゆ

え
に
、
説
明
力
が
上
が
っ
た
た
め
で
あ
る
。
第
一
波
の
専
門
ケ
ア
志
向
のExp(B

)

は
二
八
・
七
九
で
あ
り
、
第
一
波
で
肯
定
だ
っ
た
人
は
否
定
だ
っ
た
人
に
比
べ
て
、
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約
二
九
倍
の
確
率
（
オ
ッ
ズ
比
）
で
第
二
波
で
も
肯
定
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

れ
は
他
の
変
数
と
比
較
す
る
と
非
常
に
大
き
な
値
で
あ
り
、
現
在
意
識
の
分
散
の
か

な
り
の
部
分
が
過
去
意
識
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
し
か
し
モ
デ
ル
2

で
も
、
モ
デ
ル
1
で
確
認
さ
れ
て
い
る
有
意
な
効
果
は
ひ
と
つ
も
消
え
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
は
第
一
波
で
肯
定
、
否
定
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、
第
二
波
で
肯
定
に
さ
せ
る

有
意
な
効
果
が
あ
る
要
因
で
あ
る
。　

ま
ず
、
生
年
コ
ー
ホ
ー
ト
は
一
九
二
〇
年
代
生
ま
れ
に
五
％
水
準
で
有
意
な
効
果

が
認
め
ら
れ
た
。
一
九
二
〇
年
代
生
ま
れ
と
い
う
と
、
二
〇
〇
六
年
時
点
で
七
七
～

八
五
歳
の
後
期
高
齢
者
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
九
五
〇
年
代
生
ま
れ
の
人
よ
り
後
期

高
齢
層
の
人
た
ち
は
一
一
倍
以
上
も
の
確
率
で
専
門
ケ
ア
志
向
に
な
り
や
す
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
居
住
地
に
関
し
て
は
、
中
堅
都
市
と
比
較
し
て
、
大
都
市
部
、
お

よ
び
地
方
都
市
・
郡
部
に
住
む
人
ほ
ど
専
門
ケ
ア
志
向
を
も
つ
こ
と
に
有
意
な
効
果

が
あ
る
と
い
う
非
線
形
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。
大
都
市
部
のExp(B

)

が
一
四
・
三
三

と
顕
著
に
大
き
い
が
、
地
方
都
市
・
郡
部
も
七
・
四
九
と
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
。

学
歴
に
つ
い
て
は
、
教
育
年
数
が
多
い
ほ
ど
専
門
ケ
ア
志
向
に
な
る
と
い
う
効
果
が

認
め
ら
れ
た
。
な
お
、
階
層
仮
説
の
当
て
は
ま
り
を
確
か
め
る
た
め
に
投
入
し
た
夫

の
職
業
や
階
層
帰
属
意
識
で
は
、
有
意
な
効
果
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

次
に
、
家
族
要
因
に
関
し
て
は
、
夫
が
い
る
人
に
比
べ
て
夫
の
い
な
い
人
ほ
ど
専

門
ケ
ア
志
向
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。Exp(B

)

は
一
四
・
三
五
と
比
較
的

大
き
く
、
夫
と
死
別
し
た
者
は
夫
が
い
る
人
よ
り
、
約
一
四
倍
も
専
門
ケ
ア
志
向
に

な
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
子
ど
も
が
同
居
・
隣
居
し
て
い
る
人

に
比
べ
て
近
居
し
て
い
る
人
ほ
ど
専
門
ケ
ア
志
向
に
な
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
当

初
、「
同
居
・
隣
居
」<

「
近
居
」<

「
遠
居
・
子
ど
も
な
し
」
の
順
で
専
門
ケ
ア
志

向
に
な
る
と
予
想
を
立
て
た
が
、「
同
居
・
隣
居
」<

「
近
居
」
の
関
係
で
専
門
ケ

ア
志
向
に
な
る
と
い
う
結
果
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
結
果
に
は
、「
遠

居
・
子
ど
も
な
し
」
の
サ
ン
プ
ル
数
の
少
な
さ
（
八
人
）
が
起
因
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
。
子
と
近
居
し
て
い
る
人
と
い
う
よ
り
は
、
子
と
同
・
隣
居
し
て
い
な
い
人

が
専
門
ケ
ア
志
向
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

介
護
要
因
に
関
し
て
は
、
親
の
介
護
経
験
は
効
果
が
見
い
だ
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
経
験
で
は
有
意
な
効
果
が
認
め
ら
れ
た
。
親
の
介
護
時
に

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
経
験
が
あ
る
人
ほ
ど
、
な
い
人
と
比
較
し
て
専
門
ケ
ア
志
向

に
な
る
確
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
波
の
過
去
意
識
を
投
入
し
た
上
で

こ
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
経
験
↓
専
門
ケ

ア
志
向
」
と
い
う
経
験
か
ら
意
識
へ
の
因
果
関
係
が
確
証
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、第
一
波
の
意
識
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
縦
断
的
分
析
に
よ
っ
て
、

4
節
で
見
出
さ
れ
た
傾
向
の
妥
当
性
を
よ
り
精
緻
に
検
証
し
た
と
こ
ろ
、「
後
期
高

齢
者
、
大
都
市
部
お
よ
び
地
方
居
住
者
、
高
学
歴
者
、
夫
の
い
な
い
人
、
同
・
隣
居

子
の
い
な
い
人
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
人
ほ
ど
、
過
去
の
意
識
に
か
か
わ
ら

ず
専
門
ケ
ア
志
向
に
な
り
や
す
い
」
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
最
終
的
に

は
、
高
齢
仮
説
、
夫
な
し
仮
説
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
仮
説
は
十
分
支
持
さ
れ
、
都

市
部
仮
説
、
高
階
層
仮
説
、
同
居
子
な
し
仮
説
は
部
分
的
に
支
持
、
介
護
経
験
仮
説

は
不
支
持
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
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Ⅳ
　
考
察

こ
こ
で
は
、
前
章
で
な
さ
れ
た
分
析
結
果
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
専
門
ケ
ア

を
め
ぐ
る
人
々
の
意
識
の
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
本
分
析
で
は
、
と
く
に
後
期
高
齢
者
ほ
ど
、
専
門
ケ
ア
志
向
に
な
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
同
時
に
統
制
し
た
主
観
的
健
康
度
の
効
果
が
認
め
ら
れ
ず
、
コ
ー
ホ
ー

ト
の
み
が
効
果
を
も
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
年
を
と
る
＝
身
体
機
能
の
低
下
」
と

は
解
釈
で
き
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
、

健
康
で
あ
っ
て
も
そ
う
で
な
く
て
も
「
ケ
ア
は
専
門
家
（
機
関
）
に
」
と
い
う
意
識

が
強
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
和
（
二
〇
〇
八
）
で
指
摘
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
女
性
に
特
有
の
「
家
族
に
だ
け
は
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」
と
い
う

意
識
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
高
齢
者
ほ
ど
伝
統
的
価
値
観
、保
守
的
傾
向
が
強
い
た
め
、

家
族
ケ
ア
を
望
む
と
い
っ
た
言
説
は
誤
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
事
実
は
真
逆
な
の
で
あ

る
。
後
期
高
齢
者
ほ
ど
専
門
ケ
ア
志
向
に
な
り
や
す
い
と
い
う
事
実
に
は
、
近
い
将

来
（
も
し
く
は
現
在
す
で
に
）
誰
か
の
ケ
ア
を
受
け
る
と
い
う
、
当
事
者
と
し
て
の

意
識
の
高
ま
り
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
ま
す
ま
す
後
期
高
齢
者

が
増
加
す
る
が
、
新
・
後
期
高
齢
層
の
人
々
も
脱
家
族
介
護
的
な
意
識
を
も
つ
可
能

性
が
あ
る
。

今
回
意
外
な
結
果
だ
っ
た
の
は
、
居
住
地
に
関
し
、
大
都
市
部
だ
け
で
な
く
地

方
都
市
・
郡
部
の
居
住
者
も
専
門
ケ
ア
志
向
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

れ
ま
で
、「
都
市
度
の
増
加
は
、
伝
統
的
な
家
族
に
よ
る
扶
養
意
識
を
低
下
さ
せ

る
」（
立
山 

二
〇
〇
一
）、「
大
都
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
住
む
回
答
者
は
、
地
方
都

市
や
小
都
市
・
町
村
に
住
む
回
答
者
よ
り
も
、
脱
近
代
家
族
意
識
を
示
す
」（
松
本 

二
〇
〇
二
）
と
い
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
本
分
析
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
よ

う
に
地
域
に
よ
る
意
識
差
を
単
線
的
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
地
方

で
も
脱
伝
統
的
な
意
識
が
強
ま
っ
て
い
る
と
い
う
今
回
の
結
果
を
解
釈
す
る
な
ら

ば
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
地
方
で
は
、
人
口
流
出
が
頻
繁

に
起
こ
り
高
齢
化
の
進
ん
だ
地
域
が
多
い
。
こ
う
い
っ
た
地
域
に
は
介
護
福
祉
施
設

や
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
専
門
ケ
ア
を
利
用
す
る
機

会
が
多
い
と
い
う
状
況
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
専
門
ケ
ア
に

関
す
る
情
報
や
実
際
の
利
用
者
の
声
を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
専
門

ケ
ア
に
対
す
る
抵
抗
感
が
弱
め
ら
れ
、
地
方
で
も
専
門
ケ
ア
を
受
け
る
の
が
当
然
と

い
う
認
識
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。実
際
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
確
認
す
る
と
、

「
地
方
都
市
・
郡
部
」
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
茨
城
、
栃
木
、
群
馬
の
方
が
、
高
齢

化
が
進
み
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
充
実
し
て
い
る

（
（（
（

。
し
か
し
こ
れ
は
推
測
の
域
を
出
な
い

た
め
、
サ
ン
プ
ル
の
多
い
デ
ー
タ
分
析
や
地
域
情
報
を
投
入
し
た
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
分

析
、
質
的
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
検
討
す
る
必
要
は
あ
る
。
地
方
分
権
が
進
め
ら
れ
て

い
く
今
後
、
地
域
と
福
祉
意
識
の
関
連
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。ま

た
、
階
層
と
専
門
ケ
ア
志
向
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
学
歴
に
つ
い
て
の
み
専
門

ケ
ア
志
向
を
高
め
る
効
果
が
あ
っ
た
。G

ilbert

（1983=1995

）
に
よ
る
と
、
中
流

階
層
は
低
所
得
層
に
比
べ
て
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
た
め
の
情
報
へ
ア
ク
セ
ス
し

や
す
く
、
さ
ら
に
は
提
供
側
の
官
僚
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
も
中
流
階
層
の
人
間

で
あ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
中
流
階
層
同
士
の
文
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス

タ
イ
ル
が
間
接
的
に
は
有
利
に
作
用
し
う
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
と
い
う
実
態
面
に
関
す
る
指
摘
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
意
識
の
側
面

か
ら
同
様
の
傾
向
が
見
出
せ
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
学
歴
が
も
た
ら
す
情
報
へ
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の
ア
ク
セ
ス
の
し
や
す
さ
や
、
サ
ー
ビ
ス
消
費
と
い
う
文
化
、
あ
る
い
は
知
的
柔
軟

性
と
い
っ
た
も
の
が
、
高
齢
者
の
専
門
ケ
ア
に
対
し
て
親
和
的
で
あ
り
、
肯
定
感
を

高
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。夫
の
職
業
や
階
層
帰
属
意
識
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
が
、

こ
ち
ら
か
ら
は
有
意
な
関
連
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。
吉
川
（
二
〇
〇
六
）
は
、
既
存

の
学
説
が
予
測
す
る
職
業
階
層
要
因
に
対
し
て
、
現
代
社
会
に
お
け
る
学
歴
の
も
つ

社
会
意
識
形
成
効
果
の
強
さ
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
専
門
ケ
ア
志
向
に
関
し
て
も
学

歴
の
有
効
性
が
示
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
本
分
析
の
対
象
者
は
、
七
〇
代
前
後

の
高
齢
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
後
の
世
代
の
人
々
ほ
ど
、
進
学
率
は
高

い
。
学
歴
が
脱
家
族
介
護
意
識
を
導
く
と
す
れ
ば
、
今
後
、
多
く
が
中
等
学
歴
、
高

等
学
歴
を
手
に
し
て
い
る
世
代
が
年
を
と
っ
た
と
き
、
専
門
ケ
ア
を
望
み
や
す
く
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、今
回
は
専
門
ケ
ア
志
向
に
対
す
る
個
人
の
経
歴
の
影
響
を
確
か
め
た
が
、

や
は
り
過
去
の
意
識
や
社
会
的
属
性
を
統
制
し
た
上
で
も
効
果
を
も
つ
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
過
去
ど
ん
な
考
え
方
で
あ
っ
て
も
、
ど
ん
な
立
場
で
あ
っ

て
も
、
個
人
の
経
験
が
意
識
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
家
族
に
関
し
て
は
、

夫
と
死
別
し
た
人
ほ
ど
、
専
門
ケ
ア
志
向
を
も
つ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
夫
と
の
死
別

者
は
、
も
っ
と
も
身
近
な
ケ
ア
資
源
と
な
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
失
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

夫
で
は
な
い
人
を
頼
り
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
手
段
と
し
て
、
介
護
の
社
会
化
が
進
む
こ
ん
に
ち
、
専
門
ケ
ア
を
肯
定
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
夫
と
と
も
に
ケ
ア
資
源
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
同
・
隣
居
子
の
い
な
い
人
の
方
が
専
門
ケ
ア
志
向
に
な
る

と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
子
ど
も
と
生
活
を
共
に
し
、
よ
り
サ
ポ
ー
ト
を
得
や

す
い
状
況
に
あ
る
か
ど
う
か
が
高
齢
者
の
ケ
ア
意
識
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
え

る
。
今
や
、
平
均
寿
命
は
女
性
が
男
性
よ
り
も
七
歳
ほ
ど
高
く
、
独
居
老
人
の
七
割

が
女
性
で
あ
る
（
内
閣
府 

二
〇
〇
九
）。
老
後
に“

お
ひ
と
り
さ
ま”

と
な
っ
た
女

性
た
ち
が
多
く
存
在
し
、
こ
う
い
っ
た
人
た
ち
の
間
で
専
門
ケ
ア
へ
の
ニ
ー
ズ
は
高

ま
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
今
回
は
対
象
に
含
ま
れ
て
い
な

い
が
、
そ
も
そ
も
結
婚
し
な
い
シ
ン
グ
ル
の
人
や
、
子
ど
も
を
も
た
な
い
人
た
ち
に

も
、
専
門
ケ
ア
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

一
方
、
介
護
に
関
す
る
経
験
に
関
し
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
経
験
の
効
果

は
認
め
ら
れ
た
が
、
介
護
経
験
に
よ
る
効
果
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
親
の
介
護
を
自

分
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
た
人
が
、
専
門
ケ
ア
志
向
に
な
る
か
を
確
か
め
た
が
、
介

護
経
験
そ
の
も
の
は
専
門
ケ
ア
へ
肯
定
す
る
こ
と
に
も
否
定
す
る
こ
と
に
も
結
び
つ

か
な
か
っ
た
。
親
を
介
護
す
る
こ
と
で
、
家
族
介
護
は
当
然
と
い
う
価
値
観
を
強
化

さ
せ
る
人
も
い
れ
ば
、
家
族
介
護
の
困
難
さ
を
経
験
し
、
自
分
の
介
護
で
は
サ
ー
ビ

ス
に
頼
っ
た
方
が
良
い
と
い
う
考
え
を
も
つ
人
も
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
介
護

経
験
が
専
門
ケ
ア
志
向
へ
効
果
を
も
た
な
か
っ
た
の
は
、
対
象
者
お
の
お
の
の
介
護

経
験
の
質
の
ち
が
い
に
よ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
と
い
う
経
験
は
、専
門
ケ
ア
を
肯
定
さ
せ
る
独
自
の
効
果
を
も
っ
て
い
た
。

た
と
え
過
去
に
専
門
ケ
ア
を
否
定
し
て
い
て
も
、
ま
だ
自
身
が
高
齢
で
な
く
て
も
、

夫
が
い
て
も
、
ひ
と
た
び
親
の
介
護
で
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
、
専
門
ケ
ア
を
肯

定
す
る
。
こ
れ
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
よ
っ
て
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
、

専
門
ケ
ア
に
対
す
る
抵
抗
感
が
払
拭
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
対
象
者

た
ち
に
と
っ
て
は
、
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
役
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
肯

定
感
が
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
の
高
齢
者
福

祉
政
策
を
ふ
り
か
え
る
と
、
そ
れ
は
介
護
の
社
会
化
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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少
な
く
と
も
今
回
の
対
象
女
性
た
ち
に
関
し
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
通
じ
て
、
専

門
ケ
ア
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
意
識
面
に
お
け
る
介
護
の
社
会
化
は
果
た
さ
れ
た
と
い

え
る
。
現
在
も
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
年
々
増
え
て
お
り
、
社
会
全
体
的
に
専
門
ケ
ア

へ
の
支
持
は
増
大
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅴ
　
お
わ
り
に　

介
護
の
社
会
化
が
進
め
ら
れ
た
昭
和
か
ら
平
成
へ
の
四
半
世
紀
。
こ
の
間
を
生
き

る
女
性
た
ち
の
多
く
が
専
門
家
（
機
関
）
に
よ
る
ケ
ア
を
肯
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
。
そ
の
点
で
、
制
度
の
変
遷
と
と
も
に
、
社
会
意
識
は
期
待
ど
お
り
介
護
を
社

会
化
さ
せ
る
方
向
に
移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
を

単
に
喜
ば
し
い
と
受
け
と
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
喜
べ
る
の
は
専
門
ケ
ア
志
向
の

向
か
う
先
に
、
ケ
ア
体
制
が
整
い
、
誰
も
が
利
用
で
き
る
と
い
う
明
る
い
現
実
が
あ

る
場
合
で
あ
る
。
現
実
は
、
た
と
え
後
期
高
齢
者
が
、
大
都
市
部
居
住
者
が
、
同
居

家
族
の
い
な
い
人
が
専
門
ケ
ア
を
望
ん
で
も
、
す
べ
て
の
人
が
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
在
宅
介
護
が
難
し
く
、
施
設
へ
の
入
所
を
待
機
し
て
い
る
「
介
護
難

民
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
介
護
職
の
人

材
不
足
、
無
認
可
施
設
な
ど
の
問
題
も
あ
る
。
介
護
の
必
要
に
な
っ
た
高
齢
者
や
そ

の
家
族
のQ

O
L

を
高
め
る
た
め
に
、
い
か
に
し
て
専
門
ケ
ア
体
制
を
整
え
て
い
く

か
、
家
族
ケ
ア
と
の
協
同
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
。
こ
う
い
っ
た
難

問
を
前
に
、
新
た
な
知
見
と
な
る
研
究
が
今
後
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

[

注]

（
１
） 

日
本
型
福
祉
社
会
論
や
福
祉
政
策
の
変
遷
に
関
し
て
は
、
君
島
（
一
九
九
七
）
や
江
口

（
二
〇
〇
一
）
な
ど
が
参
考
に
な
る
。

（
２
） SPSC

調
査
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
武
川
編
（
二
〇
〇
六
）
を
参
照
。

（
３
） 

第
一
波
調
査
の
概
要
、
分
析
結
果
に
つ
い
て
は
︐
直
井
道
子
ら
が
編
纂
し
た
報
告
書
（
東

京
都
老
人
総
合
研
究
所
︐
一
九
八
四
）
を
参
照
。

（
４
） 

調
査
の
概
要
、
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
吉
川
編
（
二
〇
〇
九
）
を
参
照
。

（
５
） 

本
研
究
で
注
目
す
る
専
門
ケ
ア
志
向
に
関
す
る
質
問
項
目
が
、
一
九
七
九
年
の
男
性
に

対
す
る
「
職
業
と
人
間
調
査
」
の
調
査
票
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
お
の
ず
と
対

象
者
は
女
性
に
限
ら
れ
る
。

（
６
） 

こ
の
質
問
項
目
は
、
老
親
扶
養
に
関
す
る
規
範
を
尋
ね
た
も
の
で
あ
り
、
先
行
研
究
の

よ
う
に
自
分
自
身
の
介
護
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
を
尋
ね
た
も
の

と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
要
介
護
高
齢
者
に
対
す
る
専
門
ケ
ア
へ
の
肯
定
感

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
専
門
ケ
ア
志
向
の
指
標
と
な
り
う
る
。
ま
た
、
専
門

家
（
機
関
）
に
よ
る
ケ
ア
と
い
っ
た
場
合
、
現
在
で
は
在
宅
ケ
ア
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
一
時
的
な
施
設
ケ
ア
、
老
人
ホ
ー
ム
や
病
院
な
ど
の
長
期
施
設
ケ
ア
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
態
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は「
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
専
門
機
関
」と
な
っ

て
お
り
、
回
答
者
に
よ
っ
て
は
施
設
ケ
ア
の
み
が
想
起
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

問
題
が
あ
る
。
し
か
し
施
設
ケ
ア
の
肯
定
は
、
専
門
家
（
機
関
）
に
よ
る
ケ
ア
の
肯
定

に
含
ま
れ
る
と
い
う
包
含
関
係
に
あ
り
、
こ
の
問
題
は
ク
リ
ア
で
き
る
と
思
わ
れ
る 

。

（
７
） 
第
一
波
調
査
の
対
象
者
が
す
で
に
有
配
偶
の
女
性
の
み
で
あ
り
、
そ
の
点
で
今
回
の
分

析
結
果
を
女
性
全
体
の
傾
向
と
し
て
一
般
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
第
二
波
調
査

で
は
、
所
在
確
認
の
失
敗
、
死
亡
・
病
気
等
の
理
由
で
脱
落
す
る
者
が
多
数
存
在
し
、
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今
回
の
サ
ン
プ
ル
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
田
靡
（
二
〇
〇
九
）
は
サ
ン
プ

ル
脱
落
の
要
因
分
析
を
行
い
、
女
性
の
サ
ン
プ
ル
に
お
い
て
は
、
高
齢
・
無
職
・
持
ち

家
な
し
の
効
果
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
８
） 
高
階
層
仮
説
に
つ
い
て
は
階
層
変
数
と
し
て
、
本
人
学
歴
、
夫
の
職
業
、
階
層
帰
属
意

識
を
用
い
る
。
先
行
研
究
の
よ
う
に
年
収
を
使
う
方
が
適
切
だ
が
、
今
回
の
デ
ー
タ
で

は
と
く
に
第
二
波
の
回
答
で
著
し
く
欠
損
値
が
多
く
、
か
つ
第
一
波
と
第
二
波
で
同
じ

質
問
項
目
で
尋
ね
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
年
収
は
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

（
９
） 

各
変
数
の
記
述
統
計
に
つ
い
て
は
、
表
2
を
参
照
。
グ
ラ
フ
に
付
記
し
た
Ｖ
は
、
ク
ラ

メ
ー
ル
の
連
関
係
数
Ｖ
を
表
す
。
こ
れ
は
、
χ
二
乗
値
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
Ｎ
の

大
き
さ
や
変
数
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
数
に
関
係
な
く
〇
～
＋
一
の
範
囲
を
取
る
。
無
関
連
で

〇
、
完
全
関
連
の
場
合
に
＋
一
と
な
る
。
表
記
し
た
よ
う
に
検
定
の
結
果
、
有
意
な
も

の
は
ほ
ぼ
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
10
）
今
回
、
連
続
変
量
を
扱
う
重
回
帰
分
析
で
は
な
く
、
二
変
量
を
扱
う
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

分
析
を
行
っ
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
る
。
今
回
注
目
し
た
質
問
項
目
は

四
件
法
で
回
答
を
求
め
て
お
り
、「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
と
い
う
中
間
回
答
が
含
ま
れ
て

い
な
い
た
め
、
等
間
隔
で
順
序
の
あ
る
間
隔
尺
度
と
は
単
純
に
は
み
な
せ
な
い
と
判
断

し
た
。
ま
た
、結
果
を
オ
ッ
ズ
比
（
確
率
）
で
解
釈
で
き
る
と
い
う
の
も
、ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ

ク
回
帰
分
析
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

（
11
）
仮
説
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
主
観
的
健
康
度
も
独
立
変
数
と
し
て
投
入
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
コ
ー
ホ
ー
ト
効
果
に
含
ま
れ
る
身
体
的
な
加
齢
効
果
を
取
り
除
く
た
め
に
用

い
た
。
し
か
し
い
ず
れ
も
有
意
な
効
果
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
第
一
波
、
第

二
波
の
専
門
ケ
ア
志
向
を
従
属
変
数
と
す
る
各
時
点
で
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回
帰
分
析

の
結
果
が
付
表
で
あ
る
。

（
12
）
総
務
省（
二
〇
〇
七
）に
よ
る
と
、高
齢
化
率（
％
）は
群
馬（
二
一
・
二
）、茨
城（
二
〇
・
〇
）、

栃
木
（
二
〇
・
〇
）、
東
京
（
一
九
・
一
）
千
葉
（
一
八
・
四
）、
神
奈
川
（
一
七
・
七
）、
埼

玉
（
一
七
・
三
）。（
平
成
一
八
年
一
〇
月
一
日
現
在
）
ま
た
、
厚
生
労
働
省
（
二
〇
〇
五
）

に
よ
る
と
、
六
五
歳
以
上
人
口
一
〇
万
人
に
対
す
る
介
護
保
険
施
設
の
定
員
数
（
人
）

は
、
茨
城
（
三
一
一
四
）、
群
馬
（
二
七
七
九
）、
栃
木
（
二
七
七
九
、千
葉
（
二
六
二
五
）、

神
奈
川
（
二
六
一
八
）、
埼
玉
（
二
四
七
九
）、
東
京
（
二
二
三
九
）。（
平
成
一
七
年

一
〇
月
一
日
現
在
）
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付
表]
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A Longitudinal Study of the Japanese Women’s Attitude 
toward the Professional-Oriented Care for the Elderly

MITANI Haruyo

The aim of this paper is to examine the Japanese Women’s attitude toward the professional-oriented care 

for the elderly using panel survey data. In the past, aging parents were looked after by their family, particularly 

by their oldest son. However families became more nuclear, and elderly care services have been improved since 

the late 1980’s. Therefore, people have begun to think that the elderly should be provided a professional care, for 

example, nursing homes, home helpers and so on. Previous studies have pointed out that women tend to prefer 

the professional care. In this study, I analyzed how the Japanese Women’s attitude toward the professional-

oriented care has changed over 24 years and what its factors are. 

As a result, the number of women who think that the elderly should be cared by professionals increased 

from 33 (the 1st wave: 1982) to 71 (the 2nd wave: 2006) among 120 samples. And the logistic regression 

analysis indicated that: (1) old-old people, (2) residents of extremely large cities or rural districts, (3) highly-

educated people, (4) women who don't have their husband or child living together, and (5) women who have 

used elderly care services are more likely to accept the professional-oriented care.

Key Words : the professional-oriented care for the elderly, the socialization of care, longitudinal study, panel 

survey, logistic regression analysis
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